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に 2 日間培養後分化誘導培地で培養し，SF2 細胞の石灰化の誘導について検討，さらにアポトーシス
についての検討を試みた。エナメル基質タンパク質の発現について蛍光免疫染色にて確認したところ，
培養日数に伴いアメロジェニンは減少傾向にあったが，KLK-4 はスフェロイドの外側から内部へと発
現していくことが明らかとなった。さらに Von Kossa 染色にて石灰化の有無を確認したところ，三次
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の分解酵素である KLK-4 の発現が確認された。また，Von Kossa 染色にて石灰化が同定された。さらに，
アポトーシスが生じていることも確認された。以上の結果から，三次元培養は，SF2 細胞のエナメル
芽細胞様細胞への分化を促進することが明らかとなった。この結果は三次元培養がエナメル芽細胞の
分泌期，成熟期，アポトーシスという一連の分化，成熟過程を解析するための手法として用いること
が可能であることを示した。
本研究は，三次元培養を用いることで，歯原性上皮細胞のエナメル芽細胞様細胞への分化が最終分
化段階である石灰化過程に至るまで観察できることを示し，エナメル質形成における細胞分化の in 
vitro モデルおよび解析手段を提示しており，学術的貢献をし得ることから，博士（歯学）の学位論文
として相応しいと判断する。
